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(57)【要約】
　　有機ＥＬディスプレイ内に酸素、水分の浸入をより
効果的に防ぐことができる有機ＥＬディスプレイを提供
することにある。
　　基板、第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能
層、第二電極をこの順で積層することにより構成された
有機ＥＬディスプレイであって、前記第一電極の下層と
、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層
が形成され、前記有機機能層の上層、又は、下層に無機
電荷注入輸送層が形成され、前記第一電極の下と前記第
二電極の上とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層の
うちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、下層に形
成された前記無機電荷注入輸送層と、により前記有機機
能層の周囲が覆われており、前記無機電荷注入輸送層は
、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のい
ずれかであることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、第二電極をこの順で積層するこ
とにより構成された有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記有機機能層の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層が形成され、
　前記第一電極の下層と前記第二電極の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層の
うちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、下層に形成された前記無機電荷注入輸送層
と、により前記有機機能層の周囲が覆われており、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　基板、第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、第二電極をこの順で積層するこ
とにより構成された有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記有機機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下層と、にそれぞれ無機電荷注
入輸送層が形成され、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記有機機能層の上層、又は、下層の少なくともいずれかに形成された前記無機電荷注
入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも広いことを特徴とする有機ＥＬ
ディスプレイ。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ以上１
０ｍｍ以下広いことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１μｍ以下であることを特徴とする有
機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化物のいずれ
かにより形成されていることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていることを特徴とする有機Ｅ
Ｌディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機ＥＬディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬディスプレイに使用される有機ＥＬ素子は、陰極と陽極との間に流れる電流に
よって、両電極間にある有機化合物が発光する素子である。当該有機ＥＬ素子は自発光性
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であるため、視認性が高いと同時に、液晶表示素子に比べて薄型軽量化が可能であるため
、特にモバイル用途での応用展開が進められている。
【０００３】
　しかし、当該有機ＥＬ素子は、酸素、水分に弱いことで知られており、有機発光性材料
の変質、あるいは、発光層と電極間の剥離等を生じ、発光効率の低下、非発光領域（ダー
クスポット）の拡大等の表示性能劣化が発生するという問題があった。
【０００４】
　したがって、このような問題を解消するために、図１０に示すように、有機ＥＬ層に無
機ガスバリア層を設けていた。すなわち、有機ＥＬディスプレイ上部側には、無機材料か
らなる無機保護膜２７を、一方、有機ＥＬディスプレイ下部側（基板２１側）には、同よ
うに無機材料からなる基板バリア層２２を設けて酸素、水分の浸入を防いでいた。
【０００５】
  しかし、このように、無機保護層２７や、基板バリア層２２を形成した場合であったと
しても、無機保護層２７、基板バリア層２２自体にピンホールが生じた場合には、酸素や
水分が有機ＥＬディスプレイ内に浸入し、有機発光層側の電極界面を酸化させ電荷注入を
阻害させたり、有機発光層において消光サイトなどを形成したりすることで、有機ＥＬデ
ィスプレイが非発光化し、さらに有機機能層２５などを経路として拡散し、非発光領域が
拡大するという問題を生じていた。特に、基板バリア層２２は、光透過させる目的から、
通常１００ｎｍ程度の薄さであるため、ピンホールが存在しやすいという問題があった。
【０００６】
　ここで、有機ＥＬディスプレイ内に酸素、水分の浸入を防ぐ基板バリア層や無機保護層
を複数層積層して設ける技術が公開されている（特許文献１参照）。このように、基板バ
リア層や無機保護層を複数層積層して設けることにより、酸素、水分の浸入を防ぐことが
できる。
【特許文献１】ＷＯ２００３－０４７３１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述のように単純に基板バリア層や無機保護層を複数層積層しただけで
は、有機機能層が基板バリア層や無機保護層で覆われていない部分にピンホールが生じた
場合には、当該部分からの酸素や水分の浸入を防ぐことは出来ず、非発光化してしまうと
いう問題があった。
【０００８】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、有機ＥＬディスプレイ内に酸
素、水分が浸入することをより効果的に防ぐことができる有機ＥＬディスプレイを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、第一電極、発光層
を含む一層以上の有機機能層、第二電極をこの順で積層することにより構成された有機Ｅ
Ｌディスプレイであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無
機ガスバリア層が形成され、前記有機機能層の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層が
形成され、前記第一電極の下層と前記第二電極の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバ
リア層のうちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、下層に形成された前記無機電荷注
入輸送層と、により前記有機機能層の周囲が覆われており、前記無機電荷注入輸送層は、
無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれかであることを特徴とする。
【００１０】
　これによれば、無機電荷注入輸送層が有機機能層の下層に形成されていることにより、
無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機能層に水分が浸入することを
防ぎ、また、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層５に水分
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が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層にピンホールが生じている場合で
あっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分など
の侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【００１１】
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されている
ことにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水分が
浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機
能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホールが生じてい
る場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの
水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【００１２】
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
【００１３】
　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、第一電極、発光層
を含む一層以上の有機機能層、第二電極をこの順で積層することにより構成された有機Ｅ
Ｌディスプレイであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無
機ガスバリア層が形成され、前記有機機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下層
と、にそれぞれ無機電荷注入輸送層が形成され、前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注
入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれかであることを特徴とする。
【００１４】
　これによれば、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水
分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有
機機能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層、無機保護層の両
者にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層
（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層がピンホールを
塞ぐことでピンホール部分からの水分などの浸入を防ぎ、無機電荷注入輸送層が無機保護
層の下層（有機機能層の上層）に形成されていることにより、同様に無機保護層ピンホー
ル部分からの水分などの侵入を防ぐことができることにより、有機機能層をより効果的に
保護することができる。
【００１５】
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
【００１６】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１又は請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイに
おいて、前記有機機能層の上層、又は、下層の少なくともいずれかに形成された前記無機
電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも広いことを特徴とする。
【００１７】
　これによれば、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機機能層の下層）に第一
電極が無い部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることに
より、第一電極が無い範囲において基板バリア層にピンホールが生じている場合であって
も、有機機能層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵
入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【００１８】
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に第二電極が無い
部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることにより、第二
電極が無い範囲において無機保護層にピンホールが生じている場合であっても、有機機能
層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有
機機能層をより効果的に保護することができる。
【００１９】
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　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項２又は請求項３に記載の有機ＥＬディスプレイに
おいて、前記無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ
以上１０ｍｍ以下広いことを特徴とする。
【００２０】
　これによれば、無機電荷注入輸送層４の形成範囲を、上記範囲有機機能層５の形成範囲
よりも広くすることにより、無機ガスバリア層にピンホールが生じている場合であっても
、水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより効果的に保護することができる。
【００２１】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１０μｍ以下で
あることを特徴とする。
【００２２】
　これによれば、無機電荷注入輸送層が島状にならずに、無機電荷注入輸送層自体におい
てピンホールの形成を抑制でき、無機ガスバリア層のピンホールを塞ぐ機能を果たすこと
が出来る。
【００２３】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物
、セレン化物のいずれかにより形成されていることを特徴とする。
【００２４】
　これによれば、無機電荷注入輸送層が、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化
物のいずれかにより形成されていることによって、水分、酸素バリア性を高くすることが
できる。
【００２５】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されているこ
とを特徴とする。
【００２６】
　これによれば、基板が可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていることによって、
基板が酸素、水分に弱く、酸素や、水分の浸入しやすいため、このような基板が用いられ
ている有機ＥＬディスプレイにおいて、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機
機能層の下層）に形成されていることにより、無機保護層において有機ＥＬディスプレイ
の上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層において有機Ｅ
Ｌディスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、
基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホー
ルを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に
保護する効果をより発揮できる。
【発明の効果】
【００２７】
　上記本発明の有機ＥＬディスプレイによれば、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上
層（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機保護層において有機ＥＬディ
スプレイの上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層におい
て有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、
さらに、基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が
ピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより
効果的に保護することができる。
【００２８】
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されている
ことにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水分が
浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機
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能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホールが生じてい
る場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの
水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【００２９】
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の有機ＥＬディスプレイを上面からみた概略図である。
【図２】（ａ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図１に示すＡ－Ａ’で切断した場合
の概略断面図であり、（ｂ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図１に示すＢ－Ｂ’で
切断した場合の概略断面図である。
【図３】基板バリア層にピンホールが生じた場合についての概略断面図である。
【図４】本発明の有機ＥＬディスプレイを上面からみた概略図である。
【図５】（ａ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図４に示すＡ－Ａ’で切断した場合
の概略断面図であり、（ｂ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図４に示すＢ－Ｂ’で
切断した場合の概略断面図である。
【図６】無機保護層にピンホールが生じた場合についての概略断面図である。
【図７】本発明の有機ＥＬディスプレイを上面からみた概略図である。
【図８】（ａ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図７に示すＡ－Ａ’で切断した場合
の概略断面図であり、（ｂ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図８に示すＢ－Ｂ’で
切断した場合の概略断面図である。
【図９】基板バリア層と無機保護層にピンホールが生じた場合についての概略断面図であ
る。
【図１０】従来の有機ＥＬディスプレイの正面における断面図である。
【図１１】従来の有機ＥＬディスプレイの横方向における断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
１、２１・・・基板
２、２２・・・基板バリア層
３、２３・・・第一電極（陽極）
４、１４・・・無機電荷注入輸送層
５、２５・・・有機機能層
６、２６・・・第二電極（陰極）
７、２７・・・無機保護層
８、１８・・・ピンホール
１０、２０・・・有機ＥＬディスプレイ
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
（第１実施形態）
　以下に、本発明の有機ＥＬディスプレイを実施するための第１実施形態について図面を
用いて詳細に説明する。
【００３３】
　第一電極と第二電極がストライプ状に形成されていて、直行するように対向しているパ
ッシブマトリクス型の有機ＥＬディスプレイにおいて、図１は、本発明の有機ＥＬディス
プレイを上面からみた概略図であり、図２（ａ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図
１に示すＡ－Ａ’で切断した場合の概略断面図であり、図２（ｂ）は、本発明の有機ＥＬ
ディスプレイを図１に示すＢ－Ｂ’で切断した場合の概略断面図であり、図３は、基板バ
リア層にピンホールが生じた場合についての概略断面図である。なお、無機ガスバリア層
は、第一電極の下層（基板の上層）にある場合には、基板バリア層と称し、第二電極の上
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層にある場合には、無機保護膜と称するものとして以下説明する。
【００３４】
　本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、図１、図２（ａ）（ｂ）に示すように、基板１
、基板バリア層２、第一電極（陽極）３、無機電荷注入輸送層４、有機機能層５、第二電
極（陰極）６、無機保護層７、を積層することにより構成されている。そして、このよう
な本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、第一電極（陽極）３の下層と、第二電極（陰極
）６の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成され、有機機能層５の上層、又は、下
層に無機電荷注入輸送層４が形成され、第一電極（陽極）３の下層と第二電極（陰極）６
の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のうちの一層と、有機機能層５の上層、
又は、下層に形成された無機電荷注入輸送層４と、により有機機能層５の周囲が覆われて
おり、無機電荷注入輸送層４は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいず
れかであることを特徴とする。
【００３５】
　ここで、第一電極が陽極、第二電極が陰極である場合及び第一電極が陰極、第二電極が
陽極である場合についてそれぞれ本発明の効果を有することができるが、以下第一電極が
陽極、第二電極が陰極である場合について説明する。
【００３６】
　まず、基板１について説明する。
【００３７】
　基板１は、第一電極（陽極）３を表面に保持することが可能であれば、材質や厚みは特
に限定されない。そのため、基板１は板状でもフィルム状でもよく、材料としてはガラス
、アルミニウム、ステンレスなどの金属や、合金類、ポリカーボネート、ポリエステルな
どのプラスチックなどが使用できる。
【００３８】
　ここで、基板１は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていてもよい。
【００３９】
　可撓性の有機樹脂フィルムとは、特に限定されることはなく、一般的な有機樹脂フィル
ムを用いることができ、例えば、ＰＥＳ、ＰＣ、ＰＥＮ、ＰＩ等が挙げられる。
【００４０】
　このように、基板が可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されている場合には、基板が
酸素、水分に弱く、有機ＥＬディスプレイ内に酸素や、水分が浸入しやすいため、このよ
うな基板が用いられている有機ＥＬディスプレイにおいて、後述する無機電荷注入輸送層
が基板バリア層の上層（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機保護層に
おいて有機ＥＬディスプレイの上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、
基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入するこ
とを防ぐとともに、さらに、基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、無
機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ
、有機機能層をより効果的に保護する効果をより発揮できる。
【００４１】
　次に、基板バリア層２について説明する。
【００４２】
　基板バリア層２とは、有機ＥＬディスプレイの内部に酸素や水分が侵入することを防ぐ
役目を担う層であり、材料としては特に限定されることはなく、例えば、ＳｉＯｘ、Ｓｉ
Ｎｘ、ＳｉＣ、ＧｅＯｘ、ＧｅＮｘ、ＧｅＣ、ＡｌＯｘ、ＡｌＮなどさまざまな材料を用
いることができる。なお、後述する無機保護膜７と同材質を使用することができる。
【００４３】
　基板バリア層２の厚さは、１０ｎｍ～１０μｍが好ましい。
【００４４】
  また、基板バリア層は、平坦化層などを用いた多層構造でも構わない。
【００４５】
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　次に、第一電極（陽極）３について説明する。
【００４６】
　陽極３は、有機ＥＬディスプレイの陽極として用いられるような電極材料を用いればと
くに限定されることはないが、例えば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）、ＩＺＯ、ＳｎＯ２

、ＡＺＯ、ＧＺＯ、Ａｇ、Ｃｕ、Ａｕ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ａｌ、Ｚｎ、アルカリ金属、２族金
属、希土類金属、遷移金属等の材料が挙げられる。
【００４７】
　陽極４の厚さは、１０ｎｍ～５００ｎｍが好ましい。
【００４８】
　このような陽極４は、上述した電極材料を基板１の表面に真空蒸着（抵抗加熱蒸着）法
、真空蒸着（電子ビーム蒸着）法、真空蒸着（スパッタ）法、塗布成膜等の方法により形
成することができる。
【００４９】
　次に、有機機能層５について説明する。
【００５０】
　有機機能層５は、有機発光層を含む一層以上の層から構成されている。一般には、陽極
３側から陰極６側に向けて、正孔輸送層、発光層、電子輸送層を積層させたものを用いる
ことができるが、発光層、正孔輸送層、電子輸送層はそれぞれ１層だけでなく複数層積層
して設けても良い。また、正孔注入層、電子注入層、キャリアブロック層等の有機材料層
を用途に応じて挿入することも可能である。なお、本実施形態においては、後述するよう
に、無機電荷注入輸送層が正孔注入層の役割を果たすため、有機機能層５において、重複
して正孔注入層を設ける必要はない。
【００５１】
　ここで、本発明は、第一電極の下層と、第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア
層が形成され、有機機能層の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層が形成され、第一電
極の下と第二電極の上とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のうちの一層と、有機機
能層の上層、又は、下層に形成された無機電荷注入輸送層と、により有機機能層の周囲が
覆われていることに特徴を有している。
【００５２】
　まず、第一電極３の下層と、第二電極６の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成
され、有機機能層５の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層４が形成されていることに
ついて説明する。
【００５３】
　本実施形態においては図１、２（ａ）（ｂ）に示すように、第二電極（陰極）６の上層
には無機ガスバリア層として無機保護層７が形成され、有機機能層５の下層には無機電荷
注入輸送層４が形成されている。
【００５４】
  なお、この形態に限定されることはなく、有機機能層の下層に無機ガスバリア層として
基板バリア層が形成され、有機機能層の上層には無機電荷注入輸送層が形成されていても
よい（この場合については第２実施形態参照。）
【００５５】
　次に、第一電極の下と前記第二電極の上とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のう
ちの一層と、有機機能層の上層、又は、下層に形成された無機電荷注入輸送層と、により
有機機能層の周囲が覆われていることについて説明する。
【００５６】
　具体的には、図１、２（ａ）（ｂ）に示すように、有機機能層５の上層に形成されてい
る無機保護層７と、下層に形成されている無機電荷注入輸送層４によって、有機機能層５
の周囲が覆われている。
【００５７】
　これらの無機保護層７と無機電荷注入輸送層４による有機機能層５の周囲の覆われ方は
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特に限定されていないが、例えば、無機電荷注入輸送層４の形成範囲（図１、２（ａ）（
ｂ）で見ることころのそれぞれ横方向、縦方向の長さ）が、有機機能層４の形成範囲より
も広く形成されており、更に、無機保護層７によって、有機機能層５と、無機電荷注入輸
送層４の両端を覆うようにして、有機機能層５が無機保護層７と無機電荷注入輸送層４に
覆われていてもよい。
【００５８】
　これにより、図３に示すように、無機保護層７において有機ＥＬディスプレイの上部か
ら有機機能層５に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層２において有機ＥＬデ
ィスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板
バリア層２にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層４が基板バリ
ア層２の上層（有機機能層５の下層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層
がピンホールを塞ぐことでピンホールからの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより
効果的に保護することができる。
【００５９】
　更に、上述した無機電荷注入輸送層４の形成範囲は、例えば、有機機能層５の形成範囲
よりも１μｍ以上１０ｍｍ以下、特に、１μｍ以上１０ｍｍ以下広くてもよい。
【００６０】
　このように、無機電荷注入輸送層４の形成範囲を、第一電極が無い部分にまでわたって
、１μｍ以上有機機能層５の形成範囲よりも広くすることにより、第一電極が無い範囲に
おいて基板バリア層２にピンホールが生じている場合であっても、有機機能層がピンホー
ルに接する範囲を無くし、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分
からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより効果的に保護することができる。
【００６１】
　ここで、無機電荷注入輸送層４は、電子注入輸送層、又は、正孔注入輸送層のいずれか
であることに特徴を有している。
【００６２】
　具体的には、本実施形態において陽極３に接している無機電荷注入輸送層４は、正孔注
入輸送層を示すものである。
【００６３】
　無機正孔注入輸送層は、電荷の輸送や注入を担うものであり、ＳｉＯｘ、ＳｉＮｘ、Ｓ
ｉＣ、ＧｅＯｘ、ＧｅＮｘ、ＧｅＣ、ＡｌＯｘ、ＡｌＮ、ＭｏＯｘ、ＴａＯｘ、ＺｎＯ、
ＣｕＯ、ＶＯｘなどで、または上記化合物の混合物でも構わない。（添え字xは組成比が
限定されず、化学量論比どおりでなくても良いことを意味する。）
　これにより、上述のように有機機能層５に水分が浸入することを防ぐために形成された
無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送層の役割をも果たすことができる。
【００６４】
　無機電荷注入輸送層は、特に限定されることはないが、酸化物、窒化物、硫化物、フッ
化物、セレン化物のいずれかにより形成されていてもよい。
【００６５】
　このように、無機電荷注入輸送層が、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化物
のいずれかにより形成されていることによって、酸素、水分の浸入をより効果的に防ぐこ
とができる。
【００６６】
　無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１μｍ以下、特に、１０ｎｍ以上５００ｎ
ｍ以下であってもよい。
【００６７】
　このように、無機電荷注入輸送層が島状にならずに、無機ガスバリア層のピンホールを
塞ぐ機能を果たす必要があるため、無機電荷注入輸送層の厚さを１０ｎｍ以上とし、かつ
、電荷注入輸送層としての機能を果たす必要があるため（抵抗が高くなりすぎない範囲で
）、無機電荷注入輸送層の厚さを１μｍ以下とするものである。
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【００６８】
　無機電荷注入輸送層の製造方法は、特に限定されるものではないが、例えば、蒸着法、
スパッタ法、ＣＶＤ法、湿式塗布法などが挙げられる。蒸着法、スパッタ法、ＣＶＤ法は
、真空中で行われることで素子特性、素子寿命などの向上が期待できる。また、ＣＶＤ法
、湿式塗布法は、被覆性が良く、基板上に異物などの欠陥があった場合に透湿経路を塞ぐ
ことができる。
【００６９】
　また、無機電荷注入輸送層は、他方の電極との接触で短絡しない程度に、それ自身の抵
抗が高い、もしくは整流性を保つことが望ましい。
【００７０】
  例えば、無機電荷注入輸送層が陽極に隣接する無機正孔注入輸送層である場合は、正孔
輸送層が高く、電子輸送層が低いことで、陰極との接触時に整流性を保ち、短絡を防ぐこ
とが出来る。一方、無機電荷注入輸送層の抵抗が低く、他方の電極と短絡する可能性があ
る場合は、絶縁膜（無機物でも有機物でもよく、例えば、ＳｉＯｘ、ＳｉＮｘなどの無機
物や、ＰＩなどの有機物など）を挟むなど防止策が必要となる。
【００７１】
　次に、無機電荷注入輸送層（無機正孔輸送層）と併せて有機機能層の周囲を覆うように
有機機能層５の上層に形成されている無機保護層７について説明する。
【００７２】
　無機保護層７とは、有機ＥＬディスプレイの内部に酸素や水分が侵入することを防ぐ役
目を担う層であり、材料としては、特に限定されることはなく、例えば、ＳｉＯｘ、Ｓｉ
Ｎｘ、ＧｅＯｘ、ＧｅＮｘ、ＧｅＣ、ＡｌＯｘ、ＡｌNなどさまざまな材料を用いること
ができる。
【００７３】
　無機保護層７の厚さは、１００ｎｍ～５０μｍが好ましい。
【００７４】
  また、無機保護層は、平坦化層などを用いた多層構造でも構わない。
【００７５】
　次に、第二電極（陰極）６について説明する。
【００７６】
　陰極６は、有機ＥＬディスプレイの陽極として用いられるような電極材料であれば特に
限定されることはないが、例えば、Ａｉ、ＬｉＡｌ、ＭｇＡｇ、Ｃａ等の材料が挙げられ
る。
【００７７】
　陰極６の厚さは、１ｎｍ～５００ｎｍが好ましい。
【００７８】
　このような陰極６は、例えば上述した電極材料を用い、真空蒸着（抵抗加熱蒸着）法、
真空蒸着（電子ビーム蒸着）法、真空蒸着（スパッタ）法、塗布成膜等の方法により形成
することができる。
【００７９】
　以上説明したように、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機能層
に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部
から有機機能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層にピンホー
ルが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機機能層
の下層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピ
ンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することがで
きる。
【００８０】
（第２実施形態）
　以下に、本発明の有機ＥＬディスプレイを実施するための第２実施形態について図面を
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用いて説明する。なお、第１実施形態にて説明したものと同様のものについては図面中の
番号を同じとし、説明を省略する。
【００８１】
　図４は、本発明の有機ＥＬディスプレイを上面からみた概略図であり、図５（ａ）は、
本発明の有機ＥＬディスプレイを図４に示すＡ－Ａ’で切断した場合の概略断面図であり
、図５（ｂ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図４に示すＢ－Ｂ’で切断した場合の
概略断面図であり、図６は、無機保護層にピンホールができた場合を示す概略断面図であ
る。
【００８２】
　本実施形態の有機ＥＬディスプレイは、図４、５（ａ）（ｂ）に示すように、基板１、
基板バリア層２、第一電極（陽極）３、有機機能層５、無機電荷注入輸送層１４、第二電
極（陰極）６、無機保護層７、を積層することにより構成されている。
【００８３】
  基板１、第一電極（陽極）３、有機機能層５については第１実施形態において説明した
ものと同様のため説明は省略する。なお、有機機能層５についても第１実施形態において
説明したものと同様であるが、本実施形態においては後述するように、無機電荷注入輸送
層が電子注入輸送層の役割を果たすため、有機機能層５において、重複して電子注入層は
設ける必要はない。
【００８４】
　ここで、本発明は、第一電極の下層と、第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア
層が形成され、有機機能層の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層が形成され、第一電
極の下と第二電極の上とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のうちの一層と、有機機
能層の上層、又は、下層に形成された無機電荷注入輸送層と、により有機機能層の周囲が
覆われていることに特徴を有している。
【００８５】
　まず、第一電極３の下層と、第二電極６の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成
され、有機機能層５の上層、又は、下層に無機電荷注入輸送層４が形成されていることに
ついて説明する。
【００８６】
　本実施形態においては図４、５（ａ）（ｂ）に示すように、有機機能層５の上層には無
機電荷注入輸送層１４が形成され、有機機能層５の下層には無機ガスバリア層として基板
バリア層２が形成されている。
【００８７】
　ここで、基板バリア層２は、有機ＥＬディスプレイの内部に酸素や水分が侵入すること
を防ぐ役目を担う層であり、材料としては特に限定されることはなく、例えば、ＳｉＯｘ
、ＳｉＮｘ、ＳｉＣ、ＧｅＯｘ、ＧｅＮｘ、ＧｅＣ、ＡｌＯｘ、ＡｌＮなどさまざまな材
料を用いることができ、後述する無機保護膜７と同材質を使用することができる。
【００８８】
　基板バリア層２の厚さは、第一の実施例と同様である。
【００８９】
　次に、第一電極の下と前記第二電極の上とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のう
ちの一層と、有機機能層の上層、又は、下層に形成された無機電荷注入輸送層と、により
有機機能層の周囲が覆われていることについて説明する。
【００９０】
　具体的には、図４、５（ａ）（ｂ）に示すように、有機機能層５の上層に形成されてい
る無機電荷注入輸送層１４と、下層に形成されている基板バリア層２によって、有機機能
層５の周囲が覆われている。
【００９１】
　ここで、これらの基板バリア層２と無機電荷注入輸送層１４による有機機能層５の周囲
の覆われ方は特に限定されていないが、例えば、無機電荷注入輸送層１４の形成範囲（図
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４、５（ａ）（ｂ）で見ることころのそれぞれ横方向、縦方向の長さ）が、有機機能層４
の形成範囲よりも広く形成されており、無機電荷注入輸送層１４が、有機機能層５の上部
と両端を覆うようにして、基板バリア層２と無機電荷注入輸送層１４によって、有機機能
層５が覆われていてもよい。
【００９２】
　これにより、図６に示すように、基板バリア層２において有機ＥＬディスプレイの下部
から有機機能層５に水分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層７において有機ＥＬデ
ィスプレイの上部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機
保護層７にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層１４が無機保護
層７の下層（有機機能層５の上層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層が
ピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をよ
り効果的に保護することができる。
【００９３】
　更に、上述した無機電荷注入輸送層１４の形成範囲は、有機機能層５の形成範囲よりも
１μｍ以上１０ｍｍ以下、特に、１μｍ以上１０ｍｍ以下広くてもよい。
【００９４】
　このように、無機電荷注入輸送層４の形成範囲を、第二電極が無い部分にまでわたって
、１μｍ以上有機機能層５の形成範囲よりも広くすることにより、第二電極が無い範囲に
おいて基板バリア層２にピンホールが生じている場合であっても、有機機能層がピンホー
ルに接する範囲を無くし、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分
からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより効果的に保護することができる。
【００９５】
　ここで、無機電荷注入輸送層４は、電子注入輸送層、又は、正孔注入輸送層のいずれか
であることに特徴を有している。
【００９６】
　具体的には、本実施形態において陰極７に接している無機電荷注入輸送層１４は、電子
注入輸送層の機能をするものである。
【００９７】
　無機電子注入輸送層は、ＬｉＯｘ、ＬｉＦ、ＣｓＯｘ、ＣｓＦ、ＭｇＦｘ、ＺｎＯ、Ｚ
ｎＳ、ＺｎＳｅ、ＣｄＳ、ＭｇＯ、ＴｉＯｘ、ＧａＮ、ＡｌＮ、ＡｌＯｘなどで、または
上記化合物の混合物でも構わない。
【００９８】
　これにより、上述のように有機機能層５に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送
層が、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
【００９９】
　なお、無機電荷注入輸送層の材質、無機電荷注入輸送層の厚さ、第二電極（陰極）６に
ついては第１実施形態において説明したものと同様のため説明は省略する。
【０１００】
　次に、無機保護層７について説明する。
【０１０１】
　無機保護層７とは、有機ＥＬディスプレイの内部に酸素や水分が侵入することを防ぐ役
目を担う層であり、材料としては、特に限定されることはなく、例えば、ＳｉＯｘ、Ｓｉ
Ｎｘ、ＧｅＯｘ、ＧｅＮｘ、ＧｅＣ、ＡｌＯｘ、Ａｌなどさまざまな材料を用いることが
できる。
【０１０２】
　無機保護層７の厚さは、１００ｎｍ～５０μｍが好ましい。
【０１０３】
　以上説明したように、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に
形成されていることにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機
機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの
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上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホ
ールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホ
ール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる
。
【０１０４】
（第３実施形態）
　以下に、本発明の有機ＥＬディスプレイを実施するための第３実施形態について図面を
用いて説明する。なお、第１実施形態にて説明したものと同様のものについては図面中の
番号を同じとし、説明を省略する。
【０１０５】
　図７は、本発明の有機ＥＬディスプレイを上面からみた概略図であり、図８（ａ）は、
本発明の有機ＥＬディスプレイを図７に示すＡ－Ａ’で切断した場合の概略断面図であり
、図８（ｂ）は、本発明の有機ＥＬディスプレイを図８に示すＢ－Ｂ’で切断した場合の
概略断面図であり、図９は、基板バリア層と無機保護層にピンホールができた場合を示す
概略断面図である。
【０１０６】
　本実施形態の有機ＥＬディスプレイは、図７、８（ａ）（ｂ）に示すように、基板１、
基板バリア層２、第一電極（陽極）３、有機機能層５、無機電荷注入輸送層４、１４、第
二電極（陰極）６、無機保護層７、を積層することにより構成されている。
【０１０７】
  基板１、基板バリア層２、第一電極（陽極）３、有機機能層５、第二電極（陰極）６、
無機保護層７については第１実施形態において説明したものと同様のため説明は省略する
。なお、有機機能層５についても第１実施形態において説明したものと同様であるが、本
実施形態においては後述するように、無機電荷注入輸送層が無機正孔注入輸送層、無機電
子注入輸送層の役割を果たすため、有機機能層５において、重複して正孔注入層、電子注
入層は設ける必要はない。
【０１０８】
　ここで、本発明は、第一電極の下層と、第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア
層が形成され、有機機能層を覆うように有機機能層の上層と、下層と、にそれぞれ無機電
荷注入輸送層が形成されていることに特徴を有している。
【０１０９】
　まず、第一電極の下層と、第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成され
、有機機能層の上層と、下層と、にそれぞれ無機電荷注入輸送層が形成されていることに
ついて説明する。
【０１１０】
　本実施形態においては図７、８（ａ）（ｂ）に示すように、第一電極３の下層と、第二
電極６の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層（基板バリア層２、無機保護層７）が形成
されている。
【０１１１】
　次に、有機機能層を覆うように有機機能層の上層と、下層と、にそれぞれ無機電荷注入
輸送層が形成されていることについて説明する。
【０１１２】
　具体的には、図７、８（ａ）（ｂ）に示すように、有機機能層５の上層に形成されてい
る無機電荷注入輸送層１４と、下層に形成されている無機電荷注入輸送層４によって、有
機機能層５の周囲が覆われている。
【０１１３】
　ここで、これらの無機電荷注入輸送層４、１４による有機機能層５の周囲の覆われ方は
特に限定されていないが、例えば、無機電荷注入輸送層４、１４の形成範囲（図７、８（
ａ）（ｂ）で見ることころのそれぞれ横方向、縦方向の長さ）が、有機機能層５の形成範
囲よりも広く形成されており、無機電荷注入輸送層４、１４によって、有機機能層５が覆
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われていてもよい。なお、本実施形態の場合、有機機能層５の下層と上層に形成される無
機電荷注入輸送層は、酸素や、水分の浸入を防ぐという役割においては、同様の効果を有
するものであるため、図示されている形態に限定されることはなく、有機機能層５の周囲
が無機電荷注入輸送層４、１４において覆われていればよい。
【０１１４】
　これにより、図９に示すように、基板バリア層２において有機ＥＬディスプレイの下部
から有機機能層５に水分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層７において有機ＥＬデ
ィスプレイの上部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板
バリア層２、無機保護層７の両者にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注
入輸送層４が基板バリア層２の上層（有機機能層５の下層）に形成されていることにより
、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの浸入を
防ぎ、無機電荷注入輸送層１４が無機保護層７の下層（有機機能層５の上層）に形成され
ていることにより、同様にしてピンホール部分からの水分などの侵入を防ぐことができる
ことにより、有機機能層５をより効果的に保護することができる。
【０１１５】
　更に、上述した無機電荷注入輸送層１４の形成範囲は、有機機能層５の形成範囲よりも
１μｍ以上１０ｍｍ以下、特に、１μｍ以上１０ｍｍ以下広くてもよい。
【０１１６】
　このように、無機電荷注入輸送層４の形成範囲を、両電極が無い部分にまでわたって、
１μｍ以上有機機能層５の形成範囲よりも広くすることにより、両電極が無い範囲におい
て基板バリア層２と無機保護層にピンホールが生じている場合であっても、有機機能層が
ピンホールに接する範囲を無くし、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホ
ール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより効果的に保護することができ
る。
【０１１７】
　ここで、無機電荷注入輸送層４は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層の
いずれかであることに特徴を有している。
【０１１８】
　具体的には、本実施形態において陽極３に接している無機電荷注入輸送層４は、正孔注
入輸送層の機能をするものであり、陰極７に接している無機電荷注入輸送層１４は、電子
注入輸送層の機能をするものである。
【０１１９】
　なお、無機電荷注入輸送層の材質、無機電荷注入輸送層の厚さについては第１実施形態
において説明したものと同様のため説明は省略し、第二電極（陰極）６、無機保護層７に
ついては第１実施形態において説明したものと同様のため説明は省略する。
【０１２０】
　以上説明したように、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能
層に水分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部
から有機機能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層、無機保護
層の両者にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が基板バリア層
の上層（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層がピンホ
ールを塞ぐことで基板バリア層ピンホール部分からの水分などの浸入を防ぎ、無機電荷注
入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されていることにより、同様に
して無機保護層ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぐことができることにより、有
機機能層をより効果的に保護することができる。
【０１２１】
　上記３つの実施形態における構成は、有機ＥＬディスプレイの他にも、同様な正孔注入
輸送層と電子注入輸送層、またはバイポーラ性の半導体層を用いた有機系電子デバイスな
らば適用可能であり、有機半導体、有機メモリ、有機センサ又は有機太陽電池などの素子
にも適用することは可能である。
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【０１２２】
　また、上記実施形態における素子の駆動方法は、パッシブマトリクス駆動となるが、そ
れに限られることは無く、ＴＦＴを設置したアクティブマトリクス駆動でも構わないし、
限定されることはない。
【０１２３】
　[実施例]
　次に、実施例及び比較例を挙げて、本発明を更に詳述する。
【０１２４】
（実施例１）
　まず、基板バリア層（ＳｉＯＮ）（１００ｎｍ厚）が表裏面に形成された基板（ＰＥＳ
）上に、公知技術により陽極（ＩＴＯ）（１００ｎｍ厚）をストライプ状に形成した。そ
の上に、後に形成する無機保護層と併せて有機機能層の周囲を覆うように（有機機能層の
形成範囲よりも広くなるように）真空蒸着法にて無機電荷注入輸送層（無機正孔輸送層）
（ＭｏＯｘ）（１０ｎｍ厚）を形成した。その上に、真空蒸着法にて、有機機能層として
有機ホール輸送層（α－ＮＰＤ）（４０ｎｍ厚）と有機発光層（Ａｌｑ）（６０ｎｍ厚）
を形成した。その上に、陰極であるＭｇ-Ａｇ（１００ｎｍ厚、Ｍｇ：Ａｇ＝１０：１）
を前記ＩＴＯと直行するようにストライプ状に形成した。その上に、有機機能層の下層に
形成された無機電荷注入輸送層（無機正孔輸送層）ＭｏＯｘと併せて有機機能層の周囲を
覆うように（電極引出部以外の全体を覆うように）１３．５６ＭＨｚのプラズマＣＶＤ法
にて、モノシラン１００ｓｃｃｍ、窒素２０００ｓｃｃｍ、１００Ｐａ、１０００Ｗの条
件にて、無機保護層（ＳｉＮｘ）（１ｕｍ）を形成し、実験例１の有機ＥＬディスプレイ
を作製した。
【０１２５】
（比較例１）
　実施例１で作製した有機ＥＬディスプレイにおいて、無機電荷注入輸送層（無機正孔輸
送層）のかわりに有機正孔注入層（ＣｕＰｃ）（１０ｎｍ厚）を形成した以外は、実施例
１と同ようにして、比較例１の有機ＥＬディスプレイを作製した。なお、実施例１におい
て示したように、無機電荷注入輸送層（無機正孔輸送層）と同領域同膜厚で有機正孔注入
層を形成したものである。
【０１２６】
＜有機発光層の発光状態評価＞
　実施例１、比較例１により作製した有機ＥＬディスプレイを６０℃９０％ＲＨの多湿環
境下で保管し、有機発光層の発光評価を行った。
【０１２７】
（結果・考察）
　実施例１により作製した有機ＥＬディスプレイは、無機保護層と併せて有機機能層の周
囲を覆うように無機電荷注入輸送層（無機正孔輸送層）（ＭｏＯｘ）が形成されているた
め、特に、有機機能層の下層（基板バリア層の上層）に無機ガスバリア層である無機電荷
注入輸送層（無機正孔輸送層）（ＭｏＯｘ）が形成されているため）、基板バリア層（Ｓ
ｉＯＮ）中のピンホールからの透湿経路を遮断しているため、非発光部の進行が無く、良
好な発光状態を保っていた。
【０１２８】
　一方、比較例１により作製した有機ＥＬディスプレイは、無機電荷注入輸送層（無機正
孔輸送層）のかわりに有機正孔注入層を形成したため、基板バリア層（ＳｉＯＮ）のピン
ホールからの透湿がおこり、保管初期から円形の非発光部が拡大し、発光状態は不良であ
った。
【０１２９】
（実施例２）
　まず、基板（ＰＥＳ）上に、後に形成する無機電荷注入輸送層（無機電子注入輸送層）
と併せて有機機能層の周囲を覆うように基板バリア層（ＳｉＯＮ）（１００ｎｍ厚）を形
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成した。その上に、公知技術により陽極（ＩＴＯ）（１００ｎｍ厚）をストライプ状に形
成し、真空蒸着法にて、有機機能層として有機正孔注入層（ＣｕＰｃ）（２０ｎｍ厚）と
有機正孔輸送層（α－ＮＰＤ）（４０ｎｍ厚）と有機発光層（Ａｌｑ）（６０ｎｍ厚）を
成膜した。その上に、有機機能層の下層に形成された基板バリア層と併せて有機機能層の
周囲を覆うように（有機層の形成範囲よりも広くなるように）無機電化注入輸送層（無機
電子注入輸送層）（ＴｉＯｘ）（１０ｎｍ厚）を形成した。その上に、陰極であるＭｇ-
Ａｇ（１００ｎｍ厚、Ｍｇ：Ａｇ＝１０：１）を前記ＩＴＯと直行するようにストライプ
状に形成した。電極引出部以外の全体を覆うように１３．５６ＭＨｚのプラズマＣＶＤ法
にて、モノシラン１００ｓｃｃｍ、窒素２０００ｓｃｃｍ、１００Ｐａ、１０００Ｗの条
件にて、ＳｉＮｘの無機保護層１ｕｍを形成した。
【０１３０】
（比較例２）
　実施例２で作製した有機ＥＬディスプレイにおいて、無機電化注入輸送層（無機電子注
入輸送層）が形成されない以外は、実施例２と同ようにして、比較例２の有機ＥＬディス
プレイを作製した。
【０１３１】
＜有機発光層の発光状態評価＞
　実施例２、比較例２により作製した有機ＥＬディスプレイを６０℃９０％ＲＨの多湿環
境下で保管し、有機発光層の発光評価を行った。
【０１３２】
（結果・考察）
　実施例２により作製した有機ＥＬディスプレイは、基板バリア層と併せて有機機能層の
周囲を覆うように無機電荷注入輸送層（無機電子注入輸送層）が形成されているため（特
に、有機機能層の上層（無機保護層の下層）に無機ガスバリア層である無機電荷注入輸送
層ＴｉＯｘが形成されているため）、無機保護層ＳｉＮ中のピンホールからの透湿経路を
遮断しているため、非発光の進行が無く、良好な発光状態を保っていた。
【０１３３】
　一方、比較例２により作製した有機ＥＬディスプレイは、無機電荷注入輸送層（無機電
子注入輸送層）が形成されていないため、無機保護層（ＳｉＮ）のピンホールからの透湿
がおこり、保管初期から円形の非発光部が拡大し、発光状態は不良であった。
【０１３４】
　以上説明したように、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機機能層の下層）
に形成されていることにより、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機
機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイ
の下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層に
ピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことで
ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することが
できる。
【０１３５】
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されている
ことにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水分が
浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機
能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホールが生じてい
る場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの
水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【０１３６】
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月23日(2009.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、少なくとも一以上パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機
能層、少なくとも一以上パターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成
された複数の発光素子領域を含む有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記有機機能層の上層、又は、下層に、前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領
域である非発光素子領域を含む前記有機機能層の形成範囲よりも広い形成範囲を有する無
機電荷注入輸送層が形成され、
　前記第一電極の下層と前記第二電極の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層の
うちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、下層に形成された前記無機電荷注入輸送層
と、により前記発光素子領域と前記非発光素子領域を含む前記有機機能層の周囲が覆われ
ており、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　基板、少なくとも一以上パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機
能層、少なくとも一以上パターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成
された複数の発光素子領域を含む有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領域である非発光素子領域を含む前記有機
機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下層と、に前記有機機能層の形成範囲より
も広い形成範囲を有する無機電荷注入輸送層が形成され、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】
（削除）
【請求項４】
　請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ以上１
０ｍｍ以下広いことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　請求項１、２、又は４のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１μｍ以下であることを特徴とする有
機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　請求項１、２、４、又は５のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化物のいずれ
かにより形成されていることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項７】
　請求項１、２、４乃至６のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
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　前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていることを特徴とする有機Ｅ
Ｌディスプレイ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
ぐことができる。
特許文献１：ＷＯ２００３－０４７３１７号公報
発明の開示
発明が解決しようとする課題
［０００７］
　しかしながら、上述のように単純に基板バリア層や無機保護層を複数層積層しただけで
は、有機機能層が基板バリア層や無機保護層で覆われていない部分にピンホールが生じた
場合には、当該部分からの酸素や水分の浸入を防ぐことは出来ず、非発光化してしまうと
いう問題があった。
［０００８］
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、有機ＥＬディスプレイ内に酸
素、水分が浸入することをより効果的に防ぐことができる有機ＥＬディスプレイを提供す
ることにある。
課題を解決するための手段
［０００９］
　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、少なくとも一以上
パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、少なくとも一以上パ
ターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成された複数の発光素子領域
を含む有機ＥＬディスプレイであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、
にそれぞれ無機ガスバリア層が形成され、前記有機機能層の上層、又は、下層に、前記発
光素子領域と前記発光素子領域以外の領域である非発光素子領域を含む前記有機機能層の
形成範囲よりも広い形成範囲を有する無機電荷注入輸送層が形成され、前記第一電極の下
層と前記第二電極の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層のうちの一層と、前記
有機機能層の上層、又は、下層に形成された前記無機電荷注入輸送層と、により前記発光
素子領域と前記非発光素子領域を含む前記有機機能層の周囲が覆われており、前記無機電
荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれかであること
を特徴とする。
［００１０］
　これによれば、無機電荷注入輸送層が有機機能層の下層に形成されていることにより、
無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機能層に水分が浸入することを
防ぎ、また、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層５に水分
が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層にピンホールが生じている場合で
あっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分など
の侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
［００１１］
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されている
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ことにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水分が
浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機
能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホールが生じてい
る場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの
水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に保護することができる。
［００１２］
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
　また、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機機能層の下層）に第一電極が無
い部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることにより、第
一電極が無い範囲において基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、有機
機能層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ
、有機機能層をより効果的に保護することができる。
　さらに、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に第二電極が無
い部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることにより、第
二電極が無い範囲において無機保護層にピンホールが生じている場合であっても、有機機
能層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、
有機機能層をより効果的に保護することができる。
［００１３］
　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、少なくとも一以上
パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、少なくとも一以上パ
ターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成された複数の発光素子領域
を含む有機ＥＬディスプレイであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、
にそれぞれ無機ガスバリア層が形成され、前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領
域である非発光素子領域を含む前記有機機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下
層と、に前記有機機能層の形成範囲よりも広い形成範囲を有する無機電荷注入輸送層が形
成され、前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層の
いずれかであることを特徴とする。
［００１４］
　これによれば、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水
分が浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有
機機能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、基板バリア層、無機保護層の両
者にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層
（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機電荷注入輸送層がピンホールを
塞ぐことでピンホール部分からの水分などの浸入を防ぎ、無機電荷注入輸送層が無機保護
層の下層（有機機能層の上層）に形成されていることにより、同様に無機保護層ピンホー
ル部分からの水分などの侵入を防ぐことができることにより、有機機能層をより効果的に
保護することができる。
［００１５］
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
［００１６］
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
［００１７］
［００１８］
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［００１９］
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、前記
無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ以上１０ｍｍ
以下広いことを特徴とする。
［００２０］
　これによれば、無機電荷注入輸送層４の形成範囲を、上記範囲有機機能層５の形成範囲
よりも広くすることにより、無機ガスバリア層にピンホールが生じている場合であっても
、水分などの侵入を防ぎ、有機機能層５をより効果的に保護することができる。
［００２１］
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１０μｍ以下で
あることを特徴とする。
［００２２］
　これによれば、無機電荷注入輸送層が島状にならずに、無機電荷注入輸送層自体におい
てピンホールの形成を抑制でき、無機ガスバリア層のピンホールを塞ぐ機能を果たすこと
が出来る。
［００２３］
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
フッ化物、セレン化物のいずれかにより形成されていることを特徴とする。
［００２４］
　これによれば、無機電荷注入輸送層が、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化
物のいずれかにより形成されていることによって、水分、酸素バリア性を高くすることが
できる。
［００２５］
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されているこ
とを特徴とする。
［００２６］
　これによれば、基板が可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていることによって、
基板が酸素、水分に弱く、酸素や、水分の浸入しやすいため、このような基板が用いられ
ている有機ＥＬディスプレイにおいて、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機
機能層の下層）に形成されていることにより、無機保護層において有機ＥＬディスプレイ
の上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層において有機Ｅ
Ｌディスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、
基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホー
ルを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより効果的に
保護する効果をより発揮できる。
発明の効果
［００２７］
　上記本発明の有機ＥＬディスプレイによれば、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上
層（有機機能層の下層）に形成されていることにより、無機保護層において有機ＥＬディ
スプレイの上部から有機機能層に水分が浸入することを防ぎ、また、基板バリア層におい
て有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層５に水分が浸入することを防ぐとともに、
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さらに、基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、無機電荷注入輸送層が
ピンホールを塞ぐことでピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、有機機能層をより
効果的に保護することができる。
［００２８］
　また、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に形成されている
ことにより、基板バリア層において有機ＥＬディスプレイの下部から有機機能層に水分が
浸入することを防ぎ、また、無機保護層において有機ＥＬディスプレイの上部から有機機
能層に水分が浸入することを防ぐとともに、さらに、無機保護層にピンホールが生じてい
る場合であっても、無機電荷注入輸送層がピンホ
【手続補正書】
【提出日】平成22年8月19日(2010.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、少なくとも一以上パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機
能層、少なくとも一以上パターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成
された有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記有機機能層の上層、又は、下層に、前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領
域である非発光素子領域を含む前記有機機能層の形成範囲よりも広い形成範囲を有する無
機電荷注入輸送層が形成され、
　前記第一電極の下層と前記第二電極の上層とにそれぞれ形成された無機ガスバリア層の
うちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、下層に形成された前記無機電荷注入輸送層
と、により前記発光素子領域と前記非発光素子領域を含む前記有機機能層の周囲が覆われ
ており、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　基板、少なくとも一以上パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機
能層、少なくとも一以上パターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成
された有機ＥＬディスプレイであって、
　前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア層が形成さ
れ、
　前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領域である非発光素子領域を含む前記有機
機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下層と、に前記有機機能層の形成範囲より
も広い形成範囲を有する無機電荷注入輸送層が形成され、
　前記無機電荷注入輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれ
かであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】
　請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ以上１
０ｍｍ以下広いことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１μｍ以下であることを特徴とする有
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機ＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物、セレン化物のいずれ
かにより形成されていることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、
　前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されていることを特徴とする有機Ｅ
Ｌディスプレイ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、少なくとも一以上
パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、少なくとも一以上パ
ターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成された有機ＥＬディスプレ
イであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア
層が形成され、前記有機機能層の上層、又は、下層に、前記発光素子領域と前記発光素子
領域以外の領域である非発光素子領域を含む前記有機機能層の形成範囲よりも広い形成範
囲を有する無機電荷注入輸送層が形成され、前記第一電極の下層と前記第二電極の上層と
にそれぞれ形成された無機ガスバリア層のうちの一層と、前記有機機能層の上層、又は、
下層に形成された前記無機電荷注入輸送層と、により前記発光素子領域と前記非発光素子
領域を含む前記有機機能層の周囲が覆われており、前記無機電荷注入輸送層は、無機電子
注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれかであることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　さらに、有機機能層に水分が浸入することを防ぐ無機電荷注入輸送層が、正孔注入輸送
層、又は、電子注入輸送層の役割をも果たすことができる。
　また、無機電荷注入輸送層が基板バリア層の上層（有機機能層の下層）に第一電極が無
い部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることにより、第
一電極が無い範囲において基板バリア層にピンホールが生じている場合であっても、有機
機能層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ
、有機機能層をより効果的に保護することができる。
　さらに、無機電荷注入輸送層が無機保護層の下層（有機機能層の上層）に第二電極が無
い部分にまでわたって、有機機能層の形成範囲よりも広く形成されていることにより、第
二電極が無い範囲において無機保護層にピンホールが生じている場合であっても、有機機
能層がピンホールに接する範囲を無くし、ピンホール部分からの水分などの侵入を防ぎ、
有機機能層をより効果的に保護することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
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　上記課題を解決するための本発明の有機ＥＬディスプレイは、基板、少なくとも一以上
パターニングされた第一電極、発光層を含む一層以上の有機機能層、少なくとも一以上パ
ターニングされた第二電極をこの順で積層することにより構成された有機ＥＬディスプレ
イであって、前記第一電極の下層と、前記第二電極の上層と、にそれぞれ無機ガスバリア
層が形成され、前記発光素子領域と前記発光素子領域以外の領域である非発光素子領域を
含む前記有機機能層を覆うように前記有機機能層の上層と、下層と、に前記有機機能層の
形成範囲よりも広い形成範囲を有する無機電荷注入輸送層が形成され、前記無機電荷注入
輸送層は、無機電子注入輸送層、又は、無機正孔注入輸送層のいずれかであることを特徴
とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイにおいて、前記
無機電荷注入輸送層の形成範囲は、前記有機機能層の形成範囲よりも１μｍ以上１０ｍｍ
以下広いことを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層の厚さは、１０ｎｍ以上１０μｍ以下で
あることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記無機電荷注入輸送層は、酸化物、窒化物、硫化物、フッ化物
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、セレン化物のいずれかにより形成されていることを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　上記有機ＥＬディスプレイは、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
ディスプレイにおいて、前記基板は、可撓性の有機樹脂フィルムにより形成されているこ
とを特徴とする。
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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